
  

『みんなが明日もまた来たくなる学校へ！』を地域とともに推進中！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題の解決に向けて 「熟議」と「協働」 

 

 

学校運営協議会が今年度も 5月 2日（木）に

スタートしました。親の変わりはできないが、背中を押す

ことはできる。地域としてできることは子どもたちとのかか

わりを増やし、人と人をつなぐことではないか。と協議が

進みました。世代間を越えた交流型のイベントできな

いかなど盛り上がりました。 

また、子どもたちが考える機会を意識的に確保する

ことも大事だという話も出ました。過ぎた支援は子ども

から考える機会を奪っている。してもらうことが当たり前

のようになっているのではないか。手を出さずに見守るこ

とも必要ではないかと、自ら考えるちからの育成につい

ての話し合いがおこなわれました。 


